
　患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供
します。 
　地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充
実に努めます。 
　急性期病院として関係機関と連携し、地域医療の
充実を目指します。 
　地域がん診療連携拠点病院として、機能の充実強
化に努めます。 
　臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた
医師の育成に努めます。 

病院の理念 
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　健康な時でも栄養に気をつけている方は多いと思いま

すが、病気になるとさらに重要な問題になってきます。

栄養が悪いとどうなるか、病気の回復が悪くなったり、

傷がよくならなかったり、ひどくなると筋力が落ちてしまい寝たきりになっ

てしまうこともあります。病気で入院される患者さんの約半分が栄養不良で

あるといわれていますが、今まで栄養にあまり注意がされていませんでした。

治療の中心である医師は、薬や病気には目がいくのですが、栄養までなかな

か注意がいきません。その中でNSTがつくられました。NSTとは栄養サポー

トチームの略です。チームとして、医師だけでなく、栄養士、看護師、薬剤

師、言語聴覚士、歯科医師などの多業種で集まり活動します。栄養障害のあ

る患者さんを対象に回診や検査データを検討しながら、栄養状態をよくする

ための手助けをしていきます。チームで考えることでより細かい対応ができ

るようになり、栄養状態の改善とともに病気回復、早期退院などの効果がで

ています。治療のひとつとして栄養はとても大事な部門であり、NSTは重要

な役割を担っています。 

NST指導医・NST委員会委員長 内科部長　塚越　正章 

栄養サポートチーム（NST）とは 



NST委員会 看護師長 

田村　幸子 

　院内の患者様については、検査値・食事の摂取量・全身状態
などを把握し、専門的な知識を活かし、個々の患者様の状態に
合わせた栄養補給の手段を週１回の検討会で意見交換をしてい
ます。さらに、ベットサイドへ訪問し、患者様との対話から食
事内容を相談しています。 
　在宅で療養している患者様は、訪問看護ステーション「はる
かぜ」の訪問看護師が院内のメンバーと相談しながら、栄養状
態の改善を図っています。 
　「食べる」「栄養を補給する」という行為は、人が生命維持
していく過程の中でとても重要な行為です。その行為が、疾患
により障害を受けたり、長期の療養生活の経過の中で意欲低下
を生じて思うように栄養が取れない患者様に対し、どうしたら
栄養状態が今以上に改善できるかを常に視点をおいてチームで
活動しています。 
　院外活動としては、全国規模の「日本静脈経腸栄養学会」・
群馬県内の医療関係機関で開催している「群馬NST研究会」・
多野藤岡地域では「多野地域連携栄養研究会」など、毎年NST
の活動内容を発表しています。 
　また、当院は、NSTの『教育認定施設』として日本静脈経腸
栄養学会より認可を受けており、今年度から専門的知識を得て
栄養を管理する「NST専門療法士」を目指す医療スタッフ育成
のため、院外の地域医療機関から修練生を受け入れています。 
　今後も、院内の患者様をはじめ地域の患者様、および関係機
関スタッフの協力のもとNST活動を進めていきたいと思います。 
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NSTという言葉を聞いたことがありますか 

　栄養サポートチームでの管理栄養士は、カンファレンス、ベッドサ

イドへの回診等に参画し、患者さんの栄養状態を多職種と共にアセス

メントを行い、その結果をもとに、栄養投与方法や栄養投与量などを

決定します。その際、栄養摂取量の算出、食種の特徴や栄養組成の情

報提供、食事形態の決定、栄養剤や栄養補助食品の適切な選択へのア

ドバイスなど個々人にあった栄養管理を行ううえで重要な役割を担っ

ております。 

　多くの患者さんと接して思うことに、少量でも食事を経口からとれる患者さんは、より元

気になられている印象があります。また、食事は単に栄養補給だけでなく心のケアにも密接

に関与していると思われます。 

　『食べる喜び』『生きる喜び』に繋がる栄養管理を常に心掛け、チームの一員として貢献

できるよう日々最新の専門知識をもって臨床に携わることがNST専門栄養士としての役割と

考えております。 

NST専門療法士・管理栄養士　竹内　幸子 

　皆さんNSTをご存じですか。毎週月曜日の14時
30分からメンバーが集まり、栄養介入が必要な患者
さんのデーターをもとに、意見を出し合いその後各
患者さんのベッドサイドに出向いていきます。 
　私はNST薬剤師として輸液や栄養剤の選択、適正
使用の指導、配合変化や相互作用の確認や、患者さ
んや家族への栄養薬剤の説明等を行なっています。
さらに、薬と食物やサプリメントとの相互作用をチェッ
クします。また他のメンバーと患者さんの嗜好につ
いて意見を出し合うこともあります。 
　心がけていることは、常に患者さんから顔の見え
る薬剤師であることです。そのためにもさらに専門
知識を高めていく必要があります。NST活動は、設
立後６年が過ぎました。今後も私たちスタッフは、
患者さんの栄養状態、QOLの向上、治療促進を目指
して日々協力し合っていきます。いつでも患者さん
や家族から相談を受けるNSTでありたいです。 

NST専門療法士・薬剤師　堀越　世津子 
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